






 

新生児医療の進歩は核黄疸例を激減させ,黄疸による脳性麻痺は極めて数少なくなったと

考えられていた。しかし大西らが行なった 1986 年の調査では昭和 56 年からの 4年間に成

熟児の核黄疸例が33例にも達し,しかもこれら症例に,ABO不適合とかRhD不適合以外の血

液型不適合の頻度が高いことが明らかとなった。従来とかく稀れな血液型不適合溶血性疾

患として等閑視されていた疾患群が,他の原因による新生児重症黄疸例が減少するにつれ,

相対的に浮上してきたと考えられる。しかも今まで注目されることが少なかったために,

これら稀れな血液型不適合溶血疾患はその多くが重症化し,核黄疸にまで至ったと考えら

れるのである。 


